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GXマネジメントサイクル構築の必要性
カーボンニュートラルに向けた市場環境は、今後の国内法規制の改正および燃料価格の変動などの市場動向により大きく変動します。そのため、エネルギー
需要家企業には、GX推進に向けた戦略ロードマップを早期に策定することがまず求められます。そして、削減対策の投資対効果の評価と外部環境の
変化に応じたロードマップの見直しを継続的に行うGXマネジメントサイクルを構築し、経営への影響を最小化をすることが、GX推進におけるポイントと
なります。

脱炭素経営実現 GX推進サービスの特徴
アビームコンサルティングでは、需要家企業におけるGX戦略ロードマップ策定から実現フェーズまでの一貫した支援を多くの企業様に提供しており、
豊富なサービス提供実績を有しています。 また、企業全体のGHGデータを一元管理する高度なデータ管理基盤であるGXマネジメントツール
「Cyanoba Standard」の構築によりカーボンニュートラル実現に向けた継続的なご支援を提供いたします。

世界各国でカーボンニュートラルを目指す取り組みが加速する中、国内においても2050年カーボンニュートラル宣言が
なされたことにより、脱炭素実現にむけたGX（グリーントランスフォーメーション）が全ての業種・業界において最重要な
経営課題となっています。また、ESG投資に対する要請の高まりを受けて投資家などのステークホルダーへの説明責任が
拡大したことで、エネルギー需要家企業は、自社だけでなく取引先を含めたGHG（温室効果ガス）の排出削減が求められ
ています。アビームコンサルティングは、2050年カーボンニュートラル実現に向けたサプライチェーン全体でのGXマネジメント
の構築を支援いたします。
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エネルギー需要家企業のカーボンニュートラル実現に向けた戦略策定から
モニタリングまでワンストップで支援
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□ 政策・法規制動向
　  （カーボンプライシング、再エネ賦課金など）
□ 技術動向
□ 燃料価格動向
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カーボンニュートラル実現まで
ワンストップ支援

ロードマップ策定だけでなく、施策実施支援およびロード
マップの見直しまで、目標達成に向け継続的に支援

GXマネジメントツール
「Cyanoba Standard」の構築

外部情報開示・報告対応、内部目標進捗管理などの
「モニタリング/評価」プロセスに必要となるデータ管理作
業の効率化および高度化により、ESG評価の向上を実現

豊富なサービス提供実績

GXマネジメントサイクル構築による経営と両立した迅速
なGX戦略の策定、外部評価の向上を支援
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脱炭素経営実現 GX推進サービスラインナップ
アビームコンサルティングは、GXマネジメントサイクル構築に向けて、貴社の状況に応じたサービスをワンストップでご支援いたします。
GX戦略ロードマップ策定、優先施策において中立的かつ網羅的なご支援をするとともに、GXマネジメントツール「Cyanoba Standard」の構築により、
継続的にデータをモニタリングし、施策の実施効果を分析します。最新動向に合わせたシミュレーション結果に基づいたGX戦略ロードマップの改定を
行い継続的なご支援を提供いたします。

※１   「GX（グリーントランスフォーメーション）戦略ロードマップ策定支援サービス」にて詳細ご確認いただけます。 
※２   「GX（ グリーントランスフォーメーション）マネジメント支援サービス 「Cyanoba」」にて詳細ご確認いただけます。

脱炭素経営実現 GX推進サービス導入メリット

経営とGXの両立

使用量・排出量とコストの両面の高度な管理および
シミュレーション評価により、GX推進による経営へ
の影響を最小化

ESG評価の向上

ESG投資を行う投資家の要求を満たした情報開示

運用プロセスの効率化・高度化

正確な外部報告や、精緻な使用量・排出量・コスト管理
に係る業務の効率化

現状分析
□ GHG排出量の見える化（スコープ1,2,３）
□ エネルギー使用量およびコスト分析
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□ 対応する国際イニシアティブの検討（RE100,SBT,CDPなど）
□ 施策実施方針の整理

□ 対策オプションの評価 
     設備・プロセスの調査分析、再エネ導入可能性調査、 費用対効果分析など

□ 削減に向けた施策の実施タイミングと削減効果を分析
□ ロードマップとして整理

□ 貴社の事業状況に合わせた提案依頼書（入札条件）の策定
□ ベンダーに対する提案依頼

□ 施策選定のための評価軸の策定
    （投資判断基準、事業者評価基準、施策内容評価基準など）
□ 実施施策、施策実施事業者の選定

□ 適切な設備導入管理
□ 設備稼働確認

□ サプライチェーンとの連携による再エネ共同調達スキーム組成、 事業化支援

□ GXマネジメントツール「Cyanoba Standard」の構築による正確なデータ管理
□ RPAおよび入力代行による入力自動化

□ 自社が参画する国際イニシアティブおよび法規制ルールに沿った報告

□ 定期的な分析レポートの提供（コスト、使用量・排出量の両面で分析）
□ 投資対効果に基づいた対策優先順位付け

□ 市場動向およびGX施策実施状況などに応じ、 ロードマップを改定
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